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1 はじめに

二酸化炭素やメタンをはじめとする温室効

果ガスの濃度か、人間活動によって急速に増

加しており、近い将来気候が大きく変化する

ことが懸念されている。メタンは二酸化炭素

につぐ地球温暖化要因の温室効果ガスと言わ

れており、世界各地で観測された最近の実測

値から、大気中のメタン濃度は年間約0.7％の

割合で増加していると報告叫されている。大

気中へのメタンのiJI：出源としては、自然起源

として、湿地、iiliil'°、森林など、人為起源と

して、有機物の燃焼、水田、家畜動物などが

あげられているが、なかでも水田は重要な排

/J', i））；！として注目されている。

そこで、昭和39'「に八郎潟—-「Hi'ド業で15,

640haの大規模農業地帯として新生した大潟

村において、水田地帯における大気中メタン

涼炭の究動を把脚するため、炭化水索の自動

測定機を設置し、調査を実施したのでその結

果を報告する。

2 調査方法

2. 1調査地点

大潟村は、干拓地15,640haの約 7割の10,

862haが農地で、その大部分は水I―IIとして利

Ill されている大規校な農業地4i}•である。調査

地点は図 1、2に示すとおり、大潟村の総合

中心地の東側に位置し、周囲は農地に囲まれ

ている。また、既設メタン測定），［iの船川局は、

男庇ihの中心部に成隊されており、人潟村か

ら南西約10kmの地点に位置している。また、

将軍野局は、秋田市の北東の住宅地に設置さ

れているが、近くに大きな水田地帯が広がっ

ている。

2. 2調査時期

平成 3年5月から平成 4{|•8 月
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図1 調西地点

＊現能代保健所

―-67-



ノ，
4
 

＇ 

'...... 
', 

図2 大潟村メタン測定地点の状況図
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2. 3調査機器

堀場製作所製のAPHA3000ガスクロマトグ

ラフ方式炭化水素連続測定機を使用。

3 結果及び考察

3. 1メタン濃度の変動について

調査期間中における月平均値の経月変化を

図3に示す。大潟村のメタン濃度は、 6月か

ら8月にかけて大きなピークがみられ、 7月

には最高値2.16ppmを示し、既設の測定局で

はみられない高濃度が観測された。最高値と

最低値の差は、 0.34ppmと非常に大きく、夏

期に高く、秋・冬期にかけて低い傾向がみら

れた。これは、長野市におけるメタンの一般

環境濃度が夏期に低く、冬期に高いこと、ま

た、最高値と最小伯の変動差が0.lppmという

薩摩らの報告2)と堤なっており、水田地帯で

夏期に高濃度を観測される）以因として、水田

が大きな発生源となっていることがうかがわ

れる。また、既設の測定局と比較すると、 6

~ 7月にかけて船川局では最高値1.79ppmを

示し、将軍野局では最高値1.93ppmを示した。

既設の測定局も夏ltllに関く、秋・冬期に低い

傾向を示したが、これは測応）司の近くに水田

が存在しているため、その影評を受けている

ものと思われる。

また、調査期間中に高濃度が観測された 6

~ 8月について、メタン濃度の日平均値を図
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4に示す。大潟村のメタン濃度は変動が大き

く、最高値3.60ppmが測定され、最低値は

l.66ppmと非常に大きな変動差が確認され

た。これに対して、既設将軍野局は変動があ

るものの、それほど大きく変動しておらず、

大潟村での大きな変動は、水田からのメタン

フラックスの発生に大きく左右されているも

のと考えられる。

3. 2メタン濃度と気象との関係

図5に大潟村の 6~ 8月の経時変化を、図

6に1~ 3月の経時変化をぷす。 6~ 8月の

濃度変動は、各月とも、夜の 8時頃から濃度

が上昇し、朝の 7時頃に下降する傾向を示し

た。これは夜間から早朝にかけて大気が安定

し、無風状態になりやすいためと思われる。
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図4 メタン濃度日平均仙

（平成 3年6月～ 8月）
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図3 メタン濃度経月変化

図5 大潟村でのメタン濃度時間別平均値
(6~ 8月）
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図 6 大潟村でのメタン濃度時間別平均値

(1~ 3月）
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図 7 高濃度II』発生の気象状況

また、冬期もlnJ様に夜間から早り）I｛こかけて大

気が安定するが、 6~8月のような濃度父動

また、図 7に調査期間中はみられなかった。

に高濃度となった、

経時変化及び風速を示す。風速が 1m/sec以

下の風の剥い状態が絨くと、急激（こ濃度か I・.

昇する傾向をポした。いずれも夜凋から早鼎l

にかねて高濃度となっており、

7月138から178までの

の早朝にかけて風速4m/sec以上の状慇か続

いて、この時間のメタン濃度は1.7ppm前後と

なっている。このことがら、大石らの報告3)に

もあるように、夏期に水田からのメタンの発

生があり、風の状態により蓄柏、拡散と濃度

か大きく変動するか、冬期はメタンの発生が

少なく、濃度変化が小さいと考えられる。

まとめ

水田地盟＾•の大気中のメタン濃度を把握する

ため、大規模な水田地帯である大潟村におい

て、炭化水素の自動測定機により大気中のメ

タン濃度を澗定し、県内の一般環境大気測定

局の測定結果と併せて検討した結果、次のこ

とが判HJlした。

(1) 水田地帯で人気中のメタン濃度は、

月から 8月にかけて大きなピークがみら

れ、薩摩らが級告している一般環塙晶度

の変動と異なり、夏期に高い傾向がみら

4
 

(2) 

6
 

しヽな。 これに対し、

7月14日の19

閲頃から1511の9時煩まで風速 1m/sed'J、 1<

の状態が続くと、 1時間値が9.67ppmと高い

氾I文を示し、この間2,0ppm以1上の嵩濃度か続

7)l16日の夜凋から1711

参

1) 

れた

まtこ、周辺1こ水田が仔在している一般

環境大気測定局での大気中のメタン濃度

も、夏J！月に高い傾向がみられ、水田の影

響を受けているものと考えられる。

加：11地帯で及Jt}jに大きな濃度変1J)がみ

られとが、夏間は水田か人きなメタン発

生源となっており、風の状態により蓄禎、

拡叡かおこり、は度変化か人きくなるこ

とが分かった。
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